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一
宮
市
」
に
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、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

の
「
身
近
な
文
化
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学
ん
で
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清
田
神
社
の
歴
史
と
宝
物

真
　　

四
月
の
桃
花
祭
や
七
月
の
七
夕
祭
に
知
ら
れ
る

真
清
田
神
社
は
、
一
宮
市
の
中
心
部
に
鎮
座
し
、

「
尾
張
国
の
一
宮
」
と
呼
ば
れ
る
神
社
で
す
。
現

在
、
真
清
田
神
社
の
主
神
は
農
耕
を
司
る
天
照
大

神
の
孫
、
天
火
明
命
で
す
が
、
江
戸
時
代
以
前
は

国
常
立
尊
や
大
己
貴
命
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
真
清
田
神
社
の
は
じ
ま
り
に
つ
い
て
は
明
ら
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
社
伝
に
よ
れ
ば
神
武
天
皇

三
十
三
年
（
紀
元
前
六
二
八
年
）、
天
火
明
命
が
大

和
国
葛
城
の
高
尾
張
邑
か
ら
こ
の
地
へ
鎮
座
し
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。『
続
日
本
後
紀
』
の
承
和
十
四

年
（
八
四
七
年
）
十
一
月
条
に
、
尾
張
国
丹
羽
郡

二
之
宮
村
（
現
愛
知
県
犬
山
市
）
に
鎮
座
す
る
大

縣
神
社
と
と
も
に
無
位
か
ら
従
五
位
下
の
神
階
を

賜
っ
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
記
載
か
ら
少
な

く
と
も
九
世
紀
中
頃
に
は
真
清
田
神
社
が
鎮
座
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
長
い

歴
史
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
創
建
か
ら
十
七

世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
歴
史
は
い
ま
だ
靄
の
中
に

包
ま
れ
て
、
本
格
的
な
解
明
の
時
が
来
る
の
を
待
っ

て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

　
そ
ん
な
真
清
田
神
社
の
中
世
の
様
子
を
窺
い
知

る
資
料
に
「
真
清
田
神
社
参
詣
曼
荼
羅
」（
真
清
田

神
社
古
絵
図
・
市
指
定
文
化
財
）
が
あ
り
ま
す
（
表

紙
・
博
物
館
常
設
展
示
室
に
て
レ
プ
リ
カ
展
示
）。

当
時
の
真
清
田
神
社
は
全
国
的
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
神
と
仏
が
同
座
す
る
神
仏
習
合
の
神
社
で
し
た
。

応
永
年
間
に
歌
僧
正
徹
が
著
し
た
と
さ
れ
て
い
る

「
真
清
田
神
社
縁
起
」
二
巻
に
は
仏
事
が
記
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、中
世
に
お
い
て
神
宮
寺
が
か

な
り
の
勢
力
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
江
戸
時
代
の
寛
永
八
年
（
一
六
三

八
年
）
に
尾
張
藩
主
徳
川
義
直
に
よ
っ
て
社
殿
等

が
再
建
さ
れ
る
も
、
神
宮
寺
に
関
連
す
る
堂
舎
は

再
建
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、

中
世
に
営
ま
れ
た
仏
事
は
執
り
行
わ
れ
な
く
な
っ

た
よ
う
で
す
。

　
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
年
）
に
な
る
と
、
藩

主
義
直
は
黒
印
状
を
も
っ
て
中
島
郡
一
宮
村
の
う

ち
高
三
百
三
十
三
石
六
斗
を
社
領
と
し
て
寄
進
し

て
い
ま
す
。
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
年
）
に
な
る

と
、
こ
の
社
領
は
将
軍
家
綱
の
朱
印
状
を
も
っ
て

朱
印
地
と
し
て
寄
進
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
熱

田
社
、
津
島
社
も
同
時
に
朱
印
地
と
な
り
、
熱
田
・

一
宮
・
津
島
と
い
う
尾
張
藩
に
お
け
る
社
家
の
座

順
も
決
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
年
）
に
な
る
と
、
門

前
町
で
市
が
開
設
さ
れ
、
商
品
物
流
の
拠
点
の
一

つ
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
市
は
三
と
八
の
付
く
日

に
開
か
れ
て
い
ま
し
た
の
で
「
三
八
市
」
と
呼
ば

れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
後
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
尾

張
名
所
図
会
』に
描
か
れ
て
い
る
「
一
宮
月
並
市
」

か
ら
も
そ
の
盛
況
さ
が
わ
か
り
ま
す
。

　
真
清
田
神
社
は
人
々
の
信
仰
の
場
で
も
あ
り
、

生
活
を
支
え
る
場
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
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お
お
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と
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じ
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じ

よ
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お

こ
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い
ん
じ
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う

い
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つ
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さ
ん
ぱ
ち
い
ち

わ
り
め
い
し
ょ
　

ず
　

え

お

お
お

も
や

真
清
田
神
社
の
歴
史

▲江戸時代後期の三八市（「一宮月並市」
　『尾張名所図会　後編第一巻』）
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二
六
〇
〇
余
年
の
歴
史
を
も
つ
真
清
田
神
社
に

は
大
切
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
多
く
の
宝
物
が
遺
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
享
徳
四
年
（
一

四
五
五
年
）
の
火
災
や
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五

年
）
の
天
正
大
地
震
や
戦
乱
、
荒
廃
な
ど
の
危
機

に
よ
っ
て
焼
失
や
流
出
し
た
宝
物
も
少
な
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。
江
戸
時
代
に
は
東
神
宮
寺
の
般
若
院

に
安
置
さ
れ
て
い
た
円
空
が
彫
っ
た
不
動
明
王
立

像
と
二
童
子
が
何
ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て
江
戸
へ

流
出
し
、
現
在
は
東
京
都
新
宿
区
に
中
井
出
世
不

動
尊
（
区
指
定
文
化
財
）
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
明
治
時
代
に
は
「
神
仏
分
離
令
」
に
よ
っ

て
、
西
神
宮
寺
の
本
尊
で
あ
っ
た
阿
弥
陀
如
来
坐

像
は
売
却
さ
れ
、
現
在
は
江
南
市
布
袋
町
新
町
の

大
仏
堂
に
安
置
さ
れ
、
県
指
定
文
化
財
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
特
に
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
年
）
七
月
の
一

宮
空
襲
に
よ
る
被
害
は
甚
大
で
、
神
殿
以
下
諸
社

殿
な
ど
多
く
の
建
物
が
焼
失
し
ま
し
た
が
、
宝
蔵

や
神
輿
庫
、
手
水
舎
の
み
難
を
逃
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
遺
さ
れ
て
い
る
宝
物

は
平
成
元
年
（
一
九
八
九
年
）
に
開
館
し
た
宝
物

館
に
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
真
清
田
神
社
に
伝
来
す
る
宝
物
の
う
ち
、

国
の
重
要
文
化
財
は
「
舞
楽
面
」
や
「
御
膳
台
盤
」

な
ど
四
件
、
県
の
指
定
文
化
財
は
「
獅
子
頭
」
な

ど
三
件
、
市
の
指
定
文
化
財
は
「
銅
鈴
」
な
ど
十

三
件
が
あ
り
ま
す
。
平
成
三
十
年
八
月
二
十
四
日

に
は
「
金
銅
釣
灯
籠
」
が
新
た
に
愛
知
県
の
指
定

文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。
ほ
か
に
国
の
登
録
有
形

文
化
財
建
造
物
三
件
が
あ
り
ま
す
。

　　
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
『
真

清
田
神
社
史
』（
一
九
九
四
年
）
と
し
て
刊
行
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
神
社
史
に
は
「
こ
れ
ら
の
宝
物

の
詳
細
は
、
将
来
、
精
細
な
調
査
に
よ
り
編
纂
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
『
宝
物
図
録
』
に
譲
る
こ
と
と
し

て
」
と
あ
り
ま
す
。
今
後
、
調
査
を
進
め
、
真
清

田
神
社
の
実
像
を
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
一
宮
市
博
物
館
　
学
芸
員
　
石
黒
智
教
）

【
参
考
文
献
】

『
真
清
田
神
社
史
』（
真
清
田
神
社
史
編
纂
委
員
会
、一
九

九
四
年
）

小
島
梯
次「
尾
張
か
ら
江
戸
ま
で
旅
を
し
た
円
空
仏
」（『
円

空
学
会
だ
よ
り
』季
刊
第
一
〇
七
号
、一
九
九
八
年
）

『
真
清
田
神
社
史
　
資
料
編
続
』（
真
清
田
神
社
史
編
纂

委
員
会
、二
〇
〇
七
年
）

真
清
田
神
社
の
宝
物

遷
座
二
六
五
〇
年

▲江戸時代後期に描かれた真清田神社（『尾張名所図会　後編第一巻』）

▲金銅釣灯籠（県指定文化財）
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私
が
生
ま
れ
た
と
き
は
、
既
に
周
り
の
農

地
は
区
画
整
理
さ
れ
、
木
曽
川
か
ら
引
か
れ

た
宮
田
用
水
よ
り
農
地
に
水
が
注
が
れ
て
い

ま
し
た
。
当
時
、
濃
尾
の
里
は
二
毛
作
も
あ

り
、
夏
場
は
稲
、
冬
場
は
麦
を
作
り
、
木
曽

川
が
も
た
ら
し
た
肥
沃
な
大
地
の
恵
み
に
よ

り
豊
か
な
地
域
が
育
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

子
供
の
頃
は
、
木
曽
川
で
泳
い
だ
り
、
魚

釣
り
を
し
た
り
、
田
ん
ぼ
の
用
水
路
で
は
、

魚
を
採
っ
た
り
し
て
毎
日
の
よ
う
に
遊
ん
で

い
ま
し
た
。
昭
和
二
十
年
終
戦
の
そ
の
日
も
、

木
曽
川
で
泳
い
だ
あ
と
、
自
宅
へ
の
帰
り
に

玉
音
放
送
が
流
れ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。

　

木
曽
川
の
豊
富
で
清
ら
か
な
水
は
、
尾
州

の
繊
維
産
業
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き

ま
し
た
。
戦
後
の
高
度
成
長
期
に
は
、
紡
績
、

撚
糸
、
染
色
、
織
り
、
補
修
、
整
理
、
縫
製

な
ど
各
工
場
で
作
ら
れ
た
織
物
が
、
全
国
や

世
界
に
送
ら
れ
、
か
つ
て
繊
維
産
業
は
日
本

の
基
幹
産
業
の
一
つ
と
し
て
存
在
し
て
い
ま

し
た
。
工
場
の
織
機
の
音
が
町
中
に
響
き
渡

り
、
工
場
や
倉
庫
に
は
多
数
の
ト
ラ
ッ
ク
が

出
入
り
し
、
そ
こ
で
働
く
人
々
の
躍
動
が
あ

り
、
こ
の
地
に
産
業
の
隆
盛
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
も
戦
後
ま
も
な
く
、
中
学
生
の
頃
か
ら

兄
が
経
営
す
る
毛
織
物
工
場
の
手
伝
い
を
し

て
繊
維
産
業
に
た
ず
さ
わ
り
、
引
退
す
る
ま

で
毛
織
物
の
企
画
と
デ
ザ
イ
ン
を
主
に
担
当

し
ま
し
た
。
地
元
の
起
工
業
高
校
紡
織
科
で

は
、
美
術
担
当
で
公
募
展
の
審
査
員
で
も
あ

っ
た
先
生
に
出
会
い
、
油
絵
を
は
じ
め
と
し

た
絵
画
を
高
校
二
年
生
か
ら
本
格
的
に
描
き

始
め
ま
し
た
。

　

以
来
、
人
と
の
出
会
い
や
繋
が
り
を
大
事

に
し
て
、
作
品
を
創
り
続
け
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
作
品
の
一
部
は
、
寄
贈
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
一
宮
市
総
合
体
育
館
、
一
宮
市
木

曽
川
文
化
会
館 
尾
西
信
用
金
庫
ホ
ー
ル
、
尾

西
信
用
金
庫
事
務
セ
ン
タ
ー
、
尾
西
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
「
墨

会
館
」（
一
宮
市
）
に
展
示
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
高
覧
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で

す
。

　木曽川と絵画
洋画部門　一宮美術作家協会/洋画部　三輪　清弘

エッセイ 

「躍　動」　F１５０号
尾西スポーツセンター展示

「躍動Ⅰ」（左）・「躍動Ⅱ」（右）　F１００号　一宮市総合体育館展示

「躍　動」　F１００号
尾西信用金庫事務センター展示

「CARNIVAL」　３００号
尾西信用金庫事務センター展示
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楽
し
い
川
柳

　
　

川
柳
部
門　

一
宮
川
柳
社　

川
越　

洪
太
郎

活 動 
　
 
花 か 
鳥 

ち
ょ
う 

風  
詠 
の
俳
句
は
「
季
語
」
を
使

ふ
う 
え
い

い
ま
す
が
、
川
柳
に
そ
の
制
約
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
川
柳
は
、
仕
事
や

家
事
、
子
育
て
に
介
護
、
旅
行
や
散
歩

に
い
た
る
ま
で
、
人
の
生
活
を
独
自
の

視
点
で
観
察
し
ま
す
。
ま
た
、
政
治
や

経
済
な
ど
の
社
会
の
動
き
を
題
材
に
、

社
会
風
刺
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
た
川
柳
は
、

人
間
風
詠
の
文
芸
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
な
ど
の

「
公
募
川
柳
」
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

自
治
体
や
企
業
が
募
集
す
る
も
の
に
は

川
柳
の
名
が
つ
け
ら
れ
ま
す
が
、
Ｐ
Ｒ

や
標
語
の
よ
う

な
も
の
は
、
個

人
の
投
句
が
中

心
で
す
。

　

一
方
、
私
た

ち
の 
吟  
社 
が
行

ぎ
ん 
し
ゃ

う
「
座
の
文

芸
」
と
し
て
の

川
柳
は
、
そ
れ

ら
と
一
線
を
画

し
て
い
ま
す
。

○
五
十
年
前
の
一
宮
川
柳
社

　

当
吟
社
は
、
文
芸
と
し
て
の
川
柳
を

楽
し
み
つ
つ
、
そ
の
普
及
と
発
展
の
た

め
、
市
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
活
動
を

続
け
、
や
が
て
半
世
紀
に
な
り
ま
す
。

　

一
宮
の
川
柳
事
情
を
窺
い
知
る
、
貴

重
な
資
料
を
覗
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

当
時
の
句
を
、
柳
誌
か
ら
拾
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

○
川
柳
教
室
と
柳
誌
の
発
行

　

設
立
当
初
は
、
産
業
体
育
館
や
、
常

念
寺
さ
ん
、
日
本
勧
業
銀
行
な
ど
を
お

借
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
五
十
三

年
に
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
が
出
来
、

現
在
ま
で
教
室
と
し
て
使
用
し
て
お
り

ま
す
。

　

毎
月
の
定
例
会
は
、
宿
題
や
席
題
の

句
を
披
露
し
な
が
ら
、
笑
い
声
の
絶
え

な
い
楽
し
い
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
様

子
を
伝
え
る
柳
誌
「
川
柳
い
ち
の
み

や
」
は
、
名
古
屋
市
や
愛
知
・
岐
阜
県

下
の
各
吟
社
と
の
柳
誌
交
換
を
通
じ
て
、

広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
行
く
と
と
も
に
、
相
互

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
も
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
央
図
書
館
の
七
階
に
て
、
過

去
五
十
年

分
の
柳
誌

が
閲
覧
可

能
で
す
。

川
柳
に
記

さ
れ
た
一

宮
を
、
ぜ

ひ
味
わ
っ

て
下
さ
い
。

真剣に被講を待つメンバー

持ち回りで行う選者の席

丁寧な指導月１回発行の柳誌

青
空
を  
コ   
マ
切
れ
に
し
て
ビ
ル
が
伸
び 

景
子

タ
マ
コ
シ
、
ダ
イ
エ
ー
、
名
鉄
丸
栄
な
ど
の

ビ
ル
。

パ 
チ 
ン 
コ 
や 
ペ
ー
ス
を
乱
す
曲
を
か
け 

鏡
司

Ｂ
Ｇ
Ｍ
も
、
演
歌
か
ら
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
へ
。

ガ
ラ
ス
張
り
光
満
ち
た
る
新
庁
舎

 

谷
ゆ
き

昭
和
四
十
六
年
、
十
階
建
て
の
庁
舎
が
建
ち

ま
し
た
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

〈
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
「
川
柳

い
ち
の
み
や
」
へ
の
森
鉐
太
郎
市

長
（
当
時
）
の
寄
稿
よ
り
抜
粋
〉

　

「
川
柳
」
と
い
え
ば
、
先
々
代
市

長
吉
田
萬
次
先
生
の
名
を
忘
れ
る

わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。
ま
す

み
川
柳
社
を
主
宰
し
、「
柳
長
子
」

の
号
で
、
多
数
の
同
好
者
と
作
品

を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

（
中
略
）

　

一
宮
に
お
け
る
川
柳
文
学
活
動

も
、
数
年
前
、
一
時
停
滞
し
て
い

た
よ
う
で
す
が
、
現
在
で
は
一
宮

川
柳
社
が
活
発
に
活
動
を
続
け
ら

れ
、
川
柳
文
学
の
発
展
に
尽
く
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
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月　

日
∫
〜　

日
∂
ま
で
、
一
宮

１１

１５

１８

ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
第　

回
７６

一
宮
市
美
術
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
を
中
心
に
近
隣
市
町
村
や
県
外
か

ら
も
多
数
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
５
１
０

作
品
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
の

結
果
、
入
賞
と
な
っ
た
１
７
５
作
品
を

は
じ
め
５
０
９
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

期
間
中
は
、
約
４
、
８
０
０
名
の
方

々
が
来
場
さ
れ
、
作
者
の
熱
い
思
い
が

詰
ま
っ
た
作
品
を
熱
心
に
鑑
賞
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
金
曜
日
は
終
了
時

間
が
午
後
７
時
ま
で
延
長
さ
れ
、
延
長

さ
れ
た
時
間
帯
に
は
洋
画
・
書
・
写
真

部
門
の
種
目
別
解
説
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
仕
事
帰
り
の
方
や
お
子
さ
ん
連
れ
の

ご
家
族
な
ど
た
く
さ
ん
の
方
が
来
場
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
解
説
に
来
場
さ
れ
て

い
た
方
々
は
と
て
も
熱
心
に
解
説
に
耳

を
傾
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
部
門
で
入
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と

お
り
で
す
。
な
お
、
同
一
賞
内
で
の
掲

載
順
は
順
不
同
で
す
。（
敬
称
略
）

審
査
員　

　

鈴

木

喜

家　
　

大

島 
奈
知
子

市
長
賞

　

橋

本

薫

奈

教
育
委
員
会
賞

　

吉

田

真

弓

美
術
展
賞

　

渡

辺

重

義　
　

本

間

誠

二

　

本

多 
加
代
子

奨
励
賞

　

ã

柳　

襄　
　

松

本

君

子

　

森　

正

隆　
　

湯

浅 
真
奈
美

入
選　
　

点
２８

審
査
員　

　

山

田

彊

一　
　

天

野

一

夫

　

岩

田

哲

夫　
　

堀

尾

一

郎

　

大

島

信

人　
　

三

輪　

修

市
長
賞

　

山

本

忠

弘　
　

鈴

木

孝

治

　

浅

野 
な
つ
子

教
育
委
員
会
賞

　

石

原

孝

一　
　

丹

慶

哲

宏

　

飯

干

智

子　
　

小

澤 
富
美
子

美
術
展
賞

　

木

村

忠

嗣　
　

久

田 
千
恵
子

　

磯

部

和

久　
　

伊

藤　

浩

　

ヒ
サ
オ
・
カ
メ
ヤ
マ　
　

宇

野 
美
岐
子

　

森　

耕

太　
　

古

田

好

子

　

永

井

エ

バ　
　

森　

茂

正

　

速

水

基

司　
　

森　

信

雄

　

河

村

幸

子　
　

中

田 
世
津
子

　

平

田

博

子　
　

伊

神 
富
貴
枝

　

藤

井　

忍　
　

森

田　

孝

　

田

中 
勢
智
代　
　

森　

 
た
み
よ

　

竹

中

美

浪　
　

吉

田

光

良

奨
励
賞

　

坂

田

優

子　
　

宇
佐
美 
清

明

　

山

崎

正

春　
　

牧

野

徳

治

　

井

上 
美
恵
子　
　

上

野

幸

雄

　

村

岡

真

実　
　

江

口

和

夫

　

溝

口

敬

子　
　

河

村

正

子

　

蜂
須
賀 
晋

司　
　

伊

藤

俊

治

　

細

江

波

瑠　
　

山

田 
美
保
子

　

浅

田 
百
合
子　
　

岩

田

華

衣

　

前

澤 
奈
帆
子　
　

梅

田

恵

子

　

安

田

龍

生　
　

ã

田

國

光

　

星

野　

鎭　
　

水

谷

律

子

　

日

野

絹

枝

入
選　
　

点
１４３

審
査
員　

　

堀　

 
龍
太
郎　
　

櫻

井

真

理

市
長
賞

　

樋

口

勝

彦

教
育
委
員
会
賞

　

森　

孝

行

美
術
展
賞

　

一

色

咲

良　
　

渡

辺

朝

喜

奨
励
賞

　

柘

植

雅

一

入
選　
　

点
１４

日　

本　

画

洋　
　
　

画

76

彫
刻
・
立
体

市
長
賞
受
賞
作
品
は
一
宮
市
博
物
館
で
行
わ

れ
た
「
２
０
１
８
一
宮
市
現
代
作
家
美
術
優

秀
選
展
」（　

月
１
日
º
〜　

日
∂
）
で
も
展

１２

１６

示
さ
れ
ま
し
た
。

洋画部門解説
（解説：堀尾一郎さん）

彫刻・立体部門解説
（解説：真下賢一さん）
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審
査
員　

　

加

藤

陽

児　
　

澤

田

進

治

市
長
賞

　

櫛

田 
い
ず
み

教
育
委
員
会
賞

　

入

江

順

子

美
術
展
賞

　

宮

田

由

美　
　

村

上

浩

子

　

丹

慶

哲

宏　
　

鈴

村

博

司

奨
励
賞

　

大

山　

華　
　

田
羽
多 
美

幸

　

薫

田

泰

雄　
　

尾

崎 
悌
次
郎

　

野

沢 
あ
や
子　
　

伊

藤

光

江

　
 

方　

輝

入
選　
　

点
４１

審
査
員　

　

服

部

純

栄　
　

岡

ì

美

穂

市
長
賞

　

田

中

雄

大

教
育
委
員
会
賞

　

柘

植

雅

一

美
術
展
賞

　

脇

田

光

健　
　

吉

松

留

美

　

岩

田

莉

奈

奨
励
賞

　

岩

田

勇

治　
　

夏

原

加

奈

　

瀧

嶋

佑

基　
　

内

木 
葉
留
香

　

吉

田 
千
杜
子

入
選　
　

点
３２

審
査
員　

　

松

永

清

石　
　

林　

大

樹

　

則

武　

穹　
　

森　

隆

城

　

川

浦

碧

濤　
　

田

代

春

苑

　

安

藤

蘇

道

市
長
賞

　

脇

田

玉

波　
　

岩

田

展

穂

　

山

田

清

翠

教
育
委
員
会
賞

　

秋

好

水

遶　
　

内

藤

春

翠

　

原　

香

風　
　

濱

田

幽

翠

美
術
展
賞

　

石

井

玉

華　
　

川

出

暁

香

　

林　

華

静　
　

渡

辺

湖

風

　

則

竹

松

慶　
　

小
笠
原 
澄

遠

　

ã

松

彩

月　
　

外

村

幹

秀

　

大

橋

渓

煙　
　

西

垣

美

茜

　

後

藤

柳

月　
　

ã

取

春

霞

　

山

本

瑶

華　
　

村

瀬

紫

苑

　

宮

田

苔

華　
　

小

島

華

扇

　

安

達

寿

扇　
　

林　

翠

竹

　

岩

根

民

江　
　

伊

神

薪

水

　

尾

関

明

美　
　

保

田

昌

石

　

菱

川　

武

奨
励
賞

　

野
々
垣 
清

城　
　

大

塚

雅

泉

　

梶

木

光

雪　
　

山

内

山

抱

　

山

ì

紅

影　
　

平

野

桃

瑶

　

後

藤

沼

香　
　

山

田

紅

照

　

山

田

行

鶴　
　

佐
々
木 
花

抱

　

内

出

紅

華　
　

花

木

寛

城

　

志

知

隆

道　
　

山

口

如

泉

　

川

本

青

柊　
　

春
日
井 
澄

ã

　

戸

谷

嘉

恵　
　

佐

藤

貍

紗

　

鶴

田

京

子　
　

西

澤

晴

香

　

内

山 
由
美
子　
　

今

井

恭

子

　

平

岩

幸

子　
　

山

田

弘

子

　

竹

内

深

風

入
選　
　

点
１５５

審
査
員　

　

蜂
須
賀 
秀

紀　
　

梅

川

紀

彦

　

夫

馬 
  

勲　
　

武

鹿

千

代

市
長
賞　
　
　
　

　

奥

村

佳

代

教
育
委
員
会
賞

　

加

藤

通

子　
　

山

田

久

司

美
術
展
賞

　

中

村

妙

子　
　

鈴

木

正

治

　

可

児

芳

春　
　

野

口

博

子

　

野

村

政

明　
　

笠

原

抄

織

　

小

澤

直

哉　
　

三

須

美

樹

　

笠

野

俊

彦　
　

木

村

晴

子

　

岡

田

忠

夫　
　

安

藤

雅

彦

　

成

瀬

憲

司

奨
励
賞

　

谷

口　

勉　
　

大

野　

廣

　

村

瀬

正

明　
　

桜

井

悦

子

　

重

松

義

明　
　

加

藤

辰

義

　

水

野

雅

央　
　

大

矢

勝

利

　

大

矢 
真
理
子　
　

千

田

陞

末

　

今

井

彰

二　
　

所　

 
由
紀
子

　

小

島

高

子　
　

橋

本

秀

子

　

長
谷
川 
蔦

江

入
選　
　

点
９６

写　
　
　

真

書

デ
ザ
イ
ン

工　
　
　

芸

工芸部門解説
（解説：澤田進治さん）

写真部門解説
（解説：夫馬勲さん）
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企
画
展
「
く
ら
し
の
道
具
〜
こ
と
ば
に

な
っ
た
モ
ノ
た
ち
〜
」

日
時
e
１
月　

日
º
〜
３
月　

日
∂

１２

１０

内
容
e「
こ
と
ば
に
な
っ
た
モ
ノ
た
ち
」

を
テ
ー
マ
に
、
こ
と
わ
ざ
や
慣

用
句
な
ど
に
登
場
す
る
道
具
を

紹
介
し
な
が
ら
、
古
い
道
具
や

昔
の
暮
ら
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

２
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

１
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　
　

５
０
円

特
集
展
示「
墨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 
陣
羽
織
」

日
時
e
１
月　

日
∏
〜
４
月
７
日
∂

２９

内
容
e
墨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、

意
匠
を
凝
ら
し
た
日
本
と
西
洋

の
出
会
い
か
ら
生
ま
れ
た
陣
羽

織
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

２
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

１
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　
　

５
０
円

企
画
展
「
く
ら
し
の
道
具
」

く
ら
し
体
験
講
座

①
「
た
こ
づ
く
り
教
室
」

日
時
e
１
月　

日
∂

１３

午
後
１
時
〜
３
時

場
所
e
講
座
室

定
員
e　

名
３０（

応
募
者
多
数
の
場
合
、抽
選
）

対
象
e
園
児
〜
小
学
６
年
生

（
小
学
３
年
生
ま
で
は
保
護
者

の
付
添
い
が
必
要
）

内
容
e
日
本
の
伝
統
的
な
た
こ
を
つ
く

り
ま
す
。
当
日
は
全
国
の
め
ず

ら
し
い
た
こ
の
展
示
も
あ
り
ま

す
。

講
師
e
澤
木　

寛
氏（
日
本
の
凧
の
会

尾
張
一
宮
支
部　

会
長
）

参
加
料
e
無
料

（
た
だ
し
常
設
展
観
覧
料
が

必
要
）

申
込
み
e
１
月
４
日
ª（
必
着
）ま
で
に

は
が
き
に
講
座
名
、
代
表
者

の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、

電
話
番
号
、
参
加
者
全
員
の

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
し

て
一
宮
市
博
物
館（
〒　

―　

大
和
町
妙
興
寺
２
３
９
０
）

ま
で
。「
い
ち
の
み
や
子
育
て

支
援
サ
イ
ト
・
ア
プ
リ
」
か

ら
も
申
し
込
み
可
能
。
詳
細

等
は
、
メ
ー
ル
に
て
ご
連
絡

し
ま
す
。
１
通
に
つ
き
１
家

族
ま
で
応
募
可
能
。　

②
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
、
ワ
ラ
刀
」

日
時
e
３
月
２
日
º

①
午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１０

３０

②
午
後
１
時
〜
１
時　

分
３０

③
午
後
３
時
〜
３
時　

分
３０

場
所
e
講
座
室

定
員
e
各
回
先
着　

名
程
度

２５

対
象
e
小
中
学
生

参
加
料
e
無
料

（
た
だ
し
常
設
展
観
覧
料
が

必
要
）

申
込
み
e
不
要

③
「
昔
の
道
具
の
移
り
変
わ
り
を
調

べ
よ
う
」

日
時
e
２
月　

日
∂

１０

①
午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１０

３０

②
午
後
２
時
〜
２
時　

分
３０

場
所
e
講
座
室
ほ
か

定
員
e
各
回
先
着　

名
１５

対
象
e
小
学
生

内
容
e
く
ら
し
の
中
で
使
わ
れ
て
き
た

道
具
の
移
り
変
わ
り
な
ど
、
実

際
に
道
具
を
観
察
し
た
り
、
体

験
し
な
が
ら
学
ん
で
み
よ
う
。

参
加
料
e
無
料

（
た
だ
し
常
設
展
観
覧
料
が

必
要
）

申
込
み
e
不
要（
当
日
整
理
券
配
付
）

④
「
昔
の
遊
び
で
遊
ん
で
み
よ
う
」

日
時
e
１
月　

日
∂　

２
月
３
日
∂　

２０

　
　
　

２
月　

日
∂

２４

　
　
　

各
日
と
も
午
後
１
時
〜
４
時

「島影」 大塚 将司

※
一
宮
市
博
物
館
・
三
岸
節
子
記
念
美
術
館

○
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で

３０

○
月
曜
休
館（
休
日
の
場
合
は
開
館
）、
休
日

の
翌
日
休
館（
た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日

ま
た
は
休
日
の
場
合
は
開
館
）

《
市
お
よ
び
市
内
公
共
施
設
の
催
し
予
定
》

４９１

０９２２



いちのみやの芸術文化　　平成30（2018）年12月 9

場
所
e
和
室
、
講
座
室
、
中
庭
な
ど

定
員
e
な
し

対
象
e
全
年
齢

内
容
e
コ
マ
回
し
や
メ
ン
コ
、
お
手
玉

な
ど
昔
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
で

み
よ
う
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

が
遊
び
を
教
え
て
く
れ
る
日
も

あ
り
ま
す
。

参
加
料
e
無
料

（
た
だ
し
常
設
展
観
覧
料
が

必
要
）

申
込
み
e
不
要

【　

ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
上
映
会
】

１６
日
時
e
１
月　

日
º

２６

午
前
「
た
ぬ
き
の
恩
が
え
し
／

あ
っ
た
て
ん
が
の
お
」

午
後
「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
と
魔

法
の
帽
子
／
か
ら
す
の
パ
ン
や

さ
ん
」
ほ
か

２
月
３
日
∂

午
前
「
ぼ
く
と
き
ど
き
ぶ
た
／

だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と
だ
い
こ
く
ち

ゃ
ん
」

午
後
「
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
自

習
時
間
大
好
き
／
ム
ー
ミ
ン
」

２
月
９
日
º

午
前
「
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と
て
ん

ぐ
ち
ゃ
ん（
か
み
な
り
ち
ゃ
ん
）

／
忍
た
ま
乱
太
郎
」

午
後
「
日
本
の
お
ば
け
話　

き

も
だ
め
し
の
ば
ん
／
が
ん
ば
れ

ス
イ
ミ
ー
」

【
午
前
の
部
】午
前　

時
〜　

時

１０

１１

【
午
後
の
部
】午
後
２
時
〜
３
時

場
所
e
講
座
室

定
員
e
各
回
先
着　

名
５０

対
象
e
全
年
齢

内
容
e　

ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
で
上
映
し
ま

１６す
。
映
写
機
や
フ
ィ
ル
ム
に
つ

い
て
の
解
説
も
あ
り
ま
す
。

参
加
料
e
無
料

申
込
み
e
不
要

※
作
品
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

開
館　

周
年
記
念
特
別
展

２０

美
人
画
―
培
広
庵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
―

日
時
e
１
月　

日
º
〜
３
月
３
日
∂

１９

内
容
e
日
本
画
独
特
の
領
域
の
ひ
と
つ

「
美
人
画
」。
日
本
有
数
の
美

人
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
培

広
庵
が
所
蔵
す
る
鏑
木
清
方
、

上
村
松
園
を
は
じ
め
、
明
治
か

ら
昭
和
期
に
い
た
る
美
人
画
の

変
化
を
つ
ぶ
さ
に
眺
め
る
こ
と

の
で
き
る
約　

点
を
ご
紹
介
し

７０

ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

８
０
０
円

高
大
生　

４
０
０
円

小
中
生　

２
０
０
円

※
市
内
の
小
中
生
、　

歳
以
上
無
料
。

６５

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ト
ー
ク

「
コ
レ
ク
タ
ー
よ
も
や
ま
ば
な
し
」

日
時
e
１
月　

日
º　

午
後
２
時
〜

１９

（
開
場　

午
後
１
時　

分
）

３０

講
師
e
培
広
庵
さ
ん

参
加
料
e
無
料（
要
観
覧
券
）

申
込
み
e
不
要
。
当
日
直
接
会
場
。

講
演
会
「
培
広
庵　

美
人
画
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
を
楽
し
も
う
！
」

日
時
e
２
月　

日
∂　

午
後
２
時
〜

１０

（
開
場　

午
後
１
時　

分
）

３０

講
師
e
鏑
木
清
方
記
念
美
術
館
学
芸
員

今
西
彩
子
さ
ん

参
加
料
e
無
料

申
込
み
e
不
要
。
当
日
直
接
会
場

学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時
e
１
月　

日
º
・
２
月　

日
º

２６

１６

午
後
２
時
〜

参
加
料
e
無
料

申
込
み
e
不
要
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展（
常
設
展
）「
春
を
祝
う
」

日
時
e
１
月　

日
π
〜
４
月
７
日
∂

１６

内
容
e
夏
か
ら
冬
、
そ
し
て
春
。
三
岸

節
子
は
移
ろ
い
ゆ
く
季
節
の
中
、

作
品
を
描
き
ま
し
た
。
冬
の
風

景
画
か
ら
鮮
や
か
に
咲
き
誇
る

花
の
絵
ま
で
を
並
べ
、
春
の
訪

れ
を
祝
い
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

３
２
０
円

高
大
生　

２
１
０
円

小
中
生　

１
１
０
円

※
市
内
の
小
中
生
、　

歳
以
上
無
料
。

６５

※
特
別
展
会
期
中
は
特
別
展
観
覧
料
に

含
む
。

子
ど
も
講
座
「
私
の
掛
軸
を
つ
く
る
」

日
時
e
２
月　

日
∂

２４

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

内
容
e
和
紙
を
使
い
掛
軸
に
仕
立
て
る
。

申
込
み
e
必
要
。
詳
し
く
は
広
報
１
月

号
を
参
照
。

主
催
e
尾
西
歴
史
民
俗
資
料
館

休
館
の
お
知
ら
せ

　

平
成　

年
６
月
７
日
ª
ま
で（
予
定
）

３１

※
休
館
中
の
お
問
い
合
わ
せ
は
月
曜
日

か
ら
土
曜
日（
祝
休
日
を
除
く
）午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

歴
史
講
座
「
街
道
文
化
を
探
る
」

日
時
e
３
月
３
日
∂

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容
e
江
戸
時
代
の
街
道
に
残
る
史
跡

や
遺
構
を
訪
ね
ま
す
。

定
員
e　

名（
抽
選
）　

３０
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申
込
み
e
必
要
。
詳
し
く
は
広
報
１
月

号
を
参
照
。

「
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

日
時
e
２
月　

日
∂　

午
前　

時
〜
午

２４

１０

後
３
時

内
容
e
青
少
年
グ
ル
ー
プ
活
動
発
表
会

（
一
般
入
場
可
）

会
場
e
木
曽
川
庁
舎

入
場
料
e
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A（　

）５
５
０
４

７３

日
時
▼　

月　

日
∂
・
１
月　

日
∂

１２

１６

２７

２
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２４

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
３
句
を
一
宮
市
民
俳

句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A（　

）３
４
７
９

７７

日
時
▼　

月　

日
∂
・
１
月　

日
∂

１２

１６

２７

２
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２４

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一
宮

川
柳
社
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼　

月　

日
º
・
１
月　

日
º

１２

２２

２６

２
月　

日
º　

午
前　

時
〜

２３

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
基
本
的
な
読
み
方
を

は
じ
め
、
作
者
の
時
代
背
景
に

も
触
れ
な
が
ら
初
め
て
の
方
に

も
分
か
り
や
す
く「
唐
詩
三
百

首
」を
解
読
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

講
師
▼
三
島
徹
氏（
東
洋
文
化
振
興
会

会
長
）

参
加
料
▼
月
２
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）３
５
７
０

５１

日
時
▼
１
月　

日
∂
・
２
月　

日
∂

１３

１０

３
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
真
清
短
歌
会
委
員
に
よ
り
実
作

指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A（　

）５
０
０
２

７８

日
時
▼
１
月　

日
º
・
２
月
９
日
º

１２

３
月
９
日
º　

午
後
１
時
〜

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、
互
選
に
よ
り

１０

優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
１
月
８
日
∏
・
２
月
５
日
∏

３
月
５
日
∏　

午
前　

時
〜

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
作
り
方
の
指
導
を
は

じ
め
、
持
ち
寄
っ
た
創
作
詩
の

添
削
の
検
討
を
会
員
間
で
行
い

ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
年
３
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）３
５
７
０

５１

日
時
▼
１
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２７

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
ど
な
た
で
も（
大
会
に
先
立
ち

１
月　

日
∫
ま
で
に
ハ
ガ
キ
に

１７

て
雑
詠
一
首
提
出
）。見
学
は
無

料
で
す
。

参
加
料
▼
５
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

『
市
民
俳
句
教
室
』

『
市
民
川
柳
教
室
』

『
濤
聲
會
定
例
会
』

『
狂
俳
月
例
会
』

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
濤
聲
會
作
詩
教
室
』

『
新
年
短
歌
会
』

青
少
年
育
成
課

青
少
年
育
成
課
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【
問
合
せ
先　
（
公
社
）中
部
日
本
書
道

会
一
宮
支
部
】

　

A
０
９
０
―

８
１
３
０
―

０
７
１
３

日
時
▼
１
月　

日
∂

２７

午
後
４
時
〜
５
時　

分
３０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師
▼
関
根
玉
振
先
生

（
公
社
）中
部
日
本
書
道
会

理
事
長

演
題
▼「
筆
を
と
っ
て　

年
」

５７

―
中
で
も
魅
力
を
感
じ
た
書
―

入
場
料
▼
無
料（
一
般
聴
講
歓
迎
し
ま
す
）

会
期
e
１
月　

日
π
〜
２
月
３
日
∂

３０

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（　

日
は
午
後
１
時
か
ら
、３
日

３０は
午
後
３
時
ま
で
）い
ず
れ
も

入
場
は
閉
館
の　

分
前
ま
で

３０

会
場
e
刈
谷
市
美
術
館

入
場
料
e
４
９
０
円（
前
売
４
０
０
円
）

高
校
生
以
下
無
料

※
生
涯
学
習
課
で
前
売
り
し
て
い
ま
す
。 

　
　

月　

日
（
日
）、
愛
知
県
文
化
協
会

１１

２５

連
合
会　

西
尾
張
部　

芸
能
大
会
が
、

江
南
市
民
文
化
会
館　

小
ホ
ー
ル
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
尾
張
部
に
所
属
す
る　

の
文
化
協

１０

会
の
各
団
体
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
存
分
に
発
揮
し
、
見
ご
た
え
の
あ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
目
白
押
し
で
し
た
。
会

場
か
ら
は
温
か
い
拍
手
が
出
演
者
の
方

々
に
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

本
協
会
か
ら
は
、「
一
宮
謡
曲
同
好

会
」（
音
楽
部
・
謡
曲
部
門
）
の
皆
様
が

出
演
さ
れ
、
謡
曲
の
１
つ
の
演
技
で
あ

る 
仕  
舞 
を
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。「
高
砂
」

し 

ま
い

「
羽
衣
」「
屋
島
」「
車
僧
」
の
４
曲
を

披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
１
曲
１
曲
に

惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
の

愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
の

催
し
催
し（
報
告
）

（
報
告
）

愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
の

催
し（
報
告
）

第　

回  
愛
知
県
文
連
美
術
展

４３ 《
県
文
化
協
会
連
合
会
の
催
し
》

『加入団体の催し』欄に情報を　 
　掲載しませんか？ 

このコーナーでは一宮市芸術文化協会加入団体の活動情報を募集します。 
掲載を希望される団体は、発行月３・６・９・12月の前々月15日までに、 
下記の必要事項を任意の様式にて記入の上、事務局まで提出してください。 

①行事名　②団体名　③問合せ先電話番号　④日時　⑤会場 
⑥対象　⑦参加料　⑧申込方法　⑨その他必要事項 
〒491－8501 一宮市芸術文化協会事務局（住所不要） 
または　FAX 0586－73－9213

必要事項 

提 出 先 

『
平
成　

年
度（
公
社
）中
部
日
本

３０

書
道
会
一
宮
支
部
講
演
会
』
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十
月
二
十
日
（
土
）、
一
宮
市
尾
西

市
民
会
館
に
て
文
化
講
演
会
を
開
催

し
、
木
村
大
作
さ
ん
に
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

【
講
演
要
旨
】

　

散
り
椿
の
メ
イ
キ
ン
グ
映
像
の
ラ

ス
ト
で
、「
大
切
な
も
の
に
出
会
え

れ
ば
そ
れ
だ
け
で
、
幸
せ
だ
と
思
う

と
り
ま
す
」
と
い
う
台
詞
が
あ
り
ま

し
た
ね
。
僕
も
大
切
な
人
に
出
会
え

た
の
で
今
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
の
一

人
目
は
黒
澤
明
で
す
。
「
フ
ィ
ル
タ

ー
使
っ
た
り
キ
ャ
メ
ラ
側
を
い
く
ら

細
工
し
て
も
、
映
す
も
の
が
素
晴
ら

し
い
も
の
じ
ゃ
な
け
れ
ば
、
絶
対
良

く
な
ら
な
い
」
と
い
う
の
が
黒
澤
明

の
映
画
作
り
だ
よ
。
黒
澤
さ
ん
に
付

い
た
お
陰
で
「
映
画
っ
て
凄
い
ん
だ

！
こ
の
道
を
行
こ
う
！
」
と
覚
悟
を

決
め
た
ん
だ
。
黒
澤
明
に
出
会
っ
た

の
が
今
の
僕
に
繋
が
っ
て
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

そ
の
次
に
出
会
っ
た
の
が
、
高
倉

健
で
す
。
黙
っ
て
立
っ
て
い
る
だ
け

で
、
人
を
惹
き
つ
け
、
人
に
何
か
を

や
ら
せ
ち
ゃ
う
。
じ
っ
と
し
て
い
る

だ
け
で
、
人
生
が
全
部
出
て
い
ま
し

た
。

　

健
さ
ん
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と
、

黒
澤
明
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と
が
確

実
に
今
の
自
分
を
生
か
し
続
け
て
い

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
健
さ
ん
は
こ

う
い
う
こ
と
を
俺
に
言
っ
て
い
る
ん

だ
っ
て
、
黒
澤
さ
ん
は
俺
に
こ
う
い

う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
ん
だ
っ
て
、

と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
現
場
で
仕

事
を
し
て
い
ま
す
ね
。
黒
澤
明
と
高

倉
健
に
出
会
っ
て
な
け
れ
ば
、
今
の

自
分
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
確
実
に
そ

う
思
っ
て
い
ま
す
ね
。

　

と
こ
ろ
で
、
僕
は
今
日
の
よ
う
に

講
演
に
行
く
こ
と
が
あ
る
わ
け
で
す

よ
。
そ
こ
で
最
初
に
「
夢
は
挫
折
す

る
た
め
に
あ
る
」
と
言
う
わ
け
で
す
。

そ
の
後
に
「
夢
は
五
つ
く
ら
い
持
っ

た
方
が
い
い
ぞ
」
っ
て
話
を
し
ま
す
。

何
故
か
と
言
う
と
、
夢
っ
て
ね
、
挫

折
す
る
ん
だ
よ
。
「
こ
れ
は
自
分
に

合
っ
て
い
な
い
」
と
自
分
で
自
覚
し

た
時
に
次
の
夢
に
向
か
う
勇
気
、
こ

れ
は
最
初
か
ら
夢
を
追
っ
て
い
る
よ

り
、
勇
気
い
る
ん
だ
よ
。
今
ま
で
追

っ
か
け
て
る
道
よ
り
も
一
本
道
を
違

え
る
わ
け
、
そ
れ
は
ね
相
当
な
勇
気

が
い
る
こ
と
な
ん
で
す
。

　

先
ほ
ど
の
メ
イ
キ
ン
グ
映
像
の
中

で
は
「
美
し
い
時
代
劇
を
撮
り
た

い
」
と
言
っ
て
る
ね
。「
美
し
い
」

と
い
う
日
本
語
、
み
ん
な
簡
単
に
使

い
ま
す
ね
。
基
本
的
に
は
「
綺
麗
」

っ
て
言
葉
は
簡
単
に
使
っ
て
い
い
ん

だ
け
ど
、
「
美
し
い
」
っ
て
い
う
の

は
人
の
心
が
入
っ
た
言
葉
な
ん
だ
よ

ね
。
だ
か
ら
「
美
し
い
」「
美
人
」

っ
て
い
う
の
は
、
そ
の
人
の
心
根
も

美
し
い
か
ど
う
か
判
断
し
な
い
う
ち

に
「
あ
の
人
美
し
い
ね
」
っ
て
言
っ

ち
ゃ
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。

そ
れ
は
大
自
然
で
も
同
じ
で
、
厳
し

い
と
こ
ろ
を
通
り
過
ぎ
な
い
と
本
当

の
美
し
い
所
に
は
行
け
ま
せ
ん
よ
。

ア
ル
プ
ス
も
や
っ
ぱ
り
三
千
メ
ー
ト

ル
越
え
る
と
全
く
違
う
世
界
に
な
り

ま
す
ね
。
そ
れ
が
本
当
の
意
味
の
美

し
い
風
景
で
あ
り
自
然
な
ん
で
す
よ
。

皆
さ
ん
の
人
生
も
や
っ
ぱ
り
楽
し
て

生
き
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
。

ど
っ
か
で
は
厳
し
い
目
に
あ
っ
て
る

わ
け
。
楽
し
ち
ゃ
う
か
ら
だ
め
な
の
。

楽
だ
な
あ
と
思
っ
た
末
は
人
に
絶
対

美
し
さ
を
伝
え
ら
れ
な
い
ね
。
こ
う

や
っ
て
意
識
し
て
生
き
る
の
と
全
く

意
識
し
な
い
で
生
き
る
の
で
は
、
少

な
く
と
も
な
ん
か
人
に
与
え
る
印
象

は
違
う
と
思
う
な
。
実
は
、
新
田
次

郎
原
作
の
「
孤
高
の
人
」
を
企
画
し

た
け
ど
、
実
写
で
撮
れ
な
い
ん
で
止

め
た
ん
で
す
。
今
、
C
G
を
使
っ
て

で
も
撮
ろ
う
か
な
と
思
う
ん
で
す
が
、

C
G
を
使
っ
て
ご
ま
か
し
た
映
画
に

人
は
来
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
ご
ま
か

し
は
や
っ
ぱ
り
映
画
に
出
る
し
、
な

ん
と
な
く
伝
わ
っ
て
し
ま
う
ん
で
す

ね
。

　

明
治
四
十
年
の
測
量
隊
の
話
で
あ

る
『
劒
岳　

点
の
記
』
に
あ
れ
だ
け

人
が
来
る
っ
て
こ
と
は
全
部
本
物
の

所
行
っ
て
、
馬
鹿
み
た
い
に
や
っ
て

る
と
い
う
の
が
、
上
手
く
世
の
中
に

伝
わ
っ
た
ん
だ
ね
。


